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ジョージナカyマ氏の住宅　　壁は日本の場合
　　とちがつてアスベストボード〔17頁滲照）

　はLがき一今年1月から約5カ月アメリカに行つて

きたので，そのときの見聞をもとにして，最近の住宅の

デザイソの傾向を紹．介する、

　現在のアメリカ住宅のデザインの主流は，1）建築家

が1つ1つ設計をしたもの。洋服でいえば註文製品にあ

tcる、2）集団住宅。1つの型の設計にもとずいて多数

の住宅を建てるものσこれを買つて住む。つまり既製品で

あるc3）　アパー㌧これにa）低所得階層のための公

営アパートb）高所得階層が入る高級アパートとあるe

一大体以上のように分類できると思う

　1，建築家が1っ1っ設計する住宅　建築の雑誌など

に華々しく現われるのが二れで，たいていはお金持ちの

住宅である。条件がよいだけに，デザイソの上でも，いろ

いろと意欲的な試みがなされていて面白いものが多い。

アメリカ各地1こわたつて行われているわけだが，私の見

ナこのは主に二」一ヨーク，ボストソなどの東部地方とロ

サソゼルス，サソフラソyスコなどの西部地方であつだ

しかしこの両者が現在アメリカ住宅の第一線的なデザイ

ンを生みだしているところといわれている，

　Marcel　Breuerの作品　プロイヤは．御承知のよう

にヨーロッパからきた建築家で，アメリカにきてからも

専ら住宅をつくつてい7　アSリカ住宅のデザイソの新

①ブ・1ヤーの住宅

最近のアメリカ住宅

浜　　ロ　　隆　　一

しい傾向にもつとも強い影響を与えているといわれてい

る。ニューヨークの衛生町；ユーカナソ（日本でいえぱ

大阪に対する芦屋といつたところで，裕福な入々が住ん

でいる）に第2回目の新しい住宅をつくつて住んでる

（第1回目のも非常に有名であつk）。典型的なプロイヤ’

スタイルのもので，石積の厚い壁とサイブレスの板張壁，

大きな窓ガラスとそれをわける窓枠・窓枠にはめ二まれ

ナこ鮮かな色どりのパネル。水平に長く走る真白な軒の線

これらのコソビネーショソが魅力的な外観をつくる。プ

ロイヤのものには水平屋根（フラット・ル戸7）が多い

ですが，その他に片洗れ屋根や蝶型屋根もある。この蝶

型屋根では，かつて；J．一ヨeクの近代美術館の庭に建

ててエキジビションをやつtc住宅が有名であつた。

　室内は石積の壁のそのまま露出しtL面cサイプレスの

生地仕上の壁面あるいは天井面g石貼の床面にの中に

はパネル・ヒ・一ティソグがされている）o竹のスダレのス

クリーソ。それからもちろん大きなガラス面。これらで

構成されている。

　ブPイヤデザイソが狙つているのは1．モダソである

こと2．しかしかつての1920～1930年代の近代建築の

ようにコソクリ戸ト，欽，ガラスで豆腐を切つたような

形をして，どこか化学夷験室を思わせる冷い感じのもの

ではなく，暖かい人闇的な感じのするものであることだ

といえよう。プロイヤの住宅はフラット・ルーフ，大き

なガラス面，（部分的ではあるが）鋼鋏の構造材，しかも

それが露出されていることなどの点で，ヨP・ロッパ，ア

メリカの住宅の旧い手法を思いきり破つている。しかし

それと同時に乱石積の壁，サイブレスの生地仕上の肌な

でが人間の生活の遠い背への郷愁をさそうような感じを

与える。つま‘ qO進的な要素と後退的な要素とを微妙に

aEみあわせて，現代の人間の住生活の感情を表現しよう

としているように思われる。

　ヨーロッパ，アメリカの近代建築は1920～1930年代

を夙点とする第1期に対して，1940～1950年以降第2期

に入りつつあるといわれている。第2期のデザインの特

徴は一言でいえぱ，何とかしてデザイソに暖かみをだそ

うということである。第1期の．デザイソがどこか冷い感

じがすること，そして建築界ではこうしtc近代建築が制

覇したが，しかし杜会の一般の人々からは感情的な理解

をうることが難しかつナこ二と一こうした事に対する反

省、これは近代建蘂σhumanization（入間化とでもい
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うか。）とよばれている．プロイヤの住宅はこの新しい時

期における開拓者的な位置をしめるものの～つだといえ

るであろう。

　ボストンのTAC（The　Architects　ColTabQrative）

　　②TAC設計の住宅居間を延長しナこテラス

ハーバード大学に教鞭．をとるGropiusを中心にして，

その教え子たらの少壮の建築家たちがつくつているグル

　ープがTACてあるが，主に怪宅をつくつている　アメ

　リカの中産階級の家庭生活の要求する住宅ということを

真剣にシステマナィックに追及してvる　ホストンを中

心としてかなり多数の住宅を設計してL’　7．　7J　：，材耕の扱

い方にはプロイヤの影響がみられる．ボストソの大学に

『はこの他1こMITにCarl　Koch，　Ralf　Rapsonなど小任

｝

援。》

事灘

遡

　　　　　③アメリカ小住宅懸賞当選案

　　　　　　MIT助教授ラブソン設計

宅設計を專門的にやろうとして1・・る優秀な建築家起ちが

いる。

　太平洋爆サン7ランシスコではBay　Reegion　Style（湾

58

生産研　究

地方様式）とよばれる一群の疹1しい傾向をもつk住宅が

建てられつつあつてアメリカ申から注目されている。サ

ンフランシスコの街は湾をかこんで連なり，傾斜地にな

つているのでこの湾の風光を100％にたのしむというの

ガ新しい住宅をたてる人々の共通の願いてある．．建築家

は傾斜地の地形に応じて，きわめて自由な平面計画で，

大きな窓をとり，テラスその他の手法をうんと利用して

屋外の眺めを楽しむことを主眼にして，のびやかな家を

構成する。木材が主な構遺材てある。杉と檜の中間のよ

うな性質で，赤い肌をしたレヅド・ウッドが多いようであ

　　④　サン7ランシス＝の住宅⊇ルベツト設計

る。これを生地仕上まノごは淡い防腐剤塗ぐらいにして使

う、なるぺく購遺部分を露出させて，そのまま魅力ある

形になるようにデザイソする　まtこ室内と戸外との関係

をできるだけ開放的・融和的にすること。こうした諸点

では日本の伝統的な任宅の考え方に共通ずるところがあ

　　⑤　サンフランシスコの住宅　ウースター設計

るJ事実，建築家たちは日本の住宅からの影響を自認し

「私デこちは日本のE宅から学んだ」とよく彼等はいう。

その故もあつてか，日本人のわれあれがみても，これら

のサソフラソシスコの任宅は深く共感のできるTきわめ

て好ましいものであるT建築家としてはAIIen，　Henry

HM，　Wurster，　Hil］rner，　Corbett等多士済々である，

　全体としてアメリカの1戸建の薪らしい住宅のデザイ

ンはきわめて新鮮で，見学しながら息をのみ，限をみは

らさせるようなものがかなりある。一言葉でこれを低

えられないのが残念てあるが・・

．・
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　　　　　　　　　⑥カリフオ・レ＝一ヤの住宅

　2．　集画住宅　一団地の大きな敷地に同じ設計で（若

干のヴfリJ・一ン1ソはもちろんあるが。）多数の注宅を

量産的に慰てるもの．工場生産住宅（プレ・ファブ住宅）

もこれに入る．

　工場生産住宅の悶題は工業水準の高いアメリカだけに

かなり進んだところまで行つtcし，まt〔現在も続けら

れてばいるが，この2，3年はなかなか難航しているよ

うて花々しい動きをみせていない，その点では工場生産

方式てはなく，現場建設であるが，しかしきわめて大規

模な量産方式をとつているLevitのような住宅会社の仕

事の方がうtくいつている、レヴい・ト会社は二評一コ

ークの近郊にいくつかの住宅地（レウィット・タウソと

よばれる）を蓮設している．建設方法については，すで

に紹介された二とがあるから，二二には省略するが，要

するにあらかしめ建築材料をできるだげ工場で加工して

おき，それを1軒分ずつわげて1つ1つの敷地に列ぺ，

大工・煉瓦エ・配管工その他の職入が一軒おえたら，そ

の次の家へと種の流才1作業（ただし加工さ才Lる物の方が

流れるのでなく，加工する人間の方が流れてゆく）をと

471

　　　　る。現在の段階では，どうやらこの方が完全

　　；難な工場生産よりも安くつくようで，住宅の場

　　　　合には自動車のような本格のマスブP方式は

　　　　まず無理だというのが，アメリカにおいても

　　　　実情のようである。

　　　　　レヴィ“tト・タウンの住宅をみる機会をえ

　　　　ナこが，1戸約1万ドル（360万「q）で，設傭

　　　　その他相当なものである．ことに，建設中の

　　　　場合には，1戸分の建築材料全部（屋根材か

　　　　ら，配管材料にいたるまで全部）をガラス張

　　　　りの陳列場にそつくり展覧してあるので，そ

　　　　れをみるとやはり感歎させられる．、しかし実

　　　　際に建つナこものをみると，室内仕上その他か

　　　　なり安物の感じがずることをまねかれない。

　　　　これらの住宅は政府の住宅金融保護政策によ

　　　　　り，さして収入の多くない中から『ドへかけて

の階層の人々が買えるようになつているので，人気があ

h，毎日曜には建設中の町へ何千入と見物にやつてくる

そうてある、

　：の1戸建集団住宅は，ともかく一軒の独立した家に

住めるということと，集団として地賊的に計画されてい

て子供の教育やリクリエーショソのttめの設備もととの

つているので，アメリカ小市民階級の気持にピッタリす

るとみえて，今炎もtすます発展しそうな様子である，

そしてさきにあげtcプロイヤのような建築家が開拓しナこ

デザイソがだんだんにこれらにも吸収されていつている

例えば一これは一寸おかしな例であるが一竹のすだ

れのスクリ・一ソがここにも使われていfcが，それにはペ

ンキが塗つてあつた｝

　3・公営アパート　大都市のなかにあつて，老朽化し

貧しい家族ノこちが密集して，につちもさつちもゆかなく

なつ窪地区を改善するには，これを取り壌して高層の公

営アパPトをそこに建てる方式がとられているeこれが

各地でかなり活鰻に行われていナe。＝・．x　rヨークにも多

　　　　数の高層アパeト　（普通14～5階）が建て．

　　　　　られている．n鉄骨レソガ造か，鉄筋コソクリ

　　璽ゆ一ト煉瓦造が主である．こういうのが10棟

　　　　　ぐらい列んでtcつているのはなかなか壮観で

　　　　ある〔1単位住居は2寝窒のが多く，これに居

⑦　昌・．一ジヤージー州の公営住宅

闇，小台所，バスがついている。エレベータ

ーが非常に優秀にできていて，ごく小さな子

供でも自由に危険なく乗り降りできるように

なつている．こうして設備や題積については

相当のものであるが，地面から遠く離れ，ま

ノこ廊’ドなどは壁にかこまれた中廊下になつて

おり，あまり大きくない窓から戸外の自然に

接触するだけなので，暮してみるとやはり窮

　　　　　　　　　　（52ぺeジへ続く）
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力哩ましい，表面

の仕上は耐熱，耐

水耐薬品かういつ

て近頃使われはじ

めtこプラスチック

スが望ましい。こ

れは石炭酸系樹脂

にメラシソ塗料を

焼付けkもので，　　　　　　第6図

その表面硬度と共にかなり理想的なものであつて，アメ

リカではすでにすべての卓子に用いられてきている。

　脚の材料は剛性を必要とし，しかも人間の下肢の位置

からできるだけ余分な構造を用いttくないので，金属の

方が望まれるが．木材でも構造的に満足し得る方法がと

られればそれでもよい。

　茶卓子は正規の平面寸法を必要としない．むしろ精神

の遊びの時間に用いられるものなのでJt形状の遊びが許

されるものといつてよい。しかし，表面仕上は食卓子と

同様条件である。最近の傾向としては高さは漸次低く低

くなつてきている。1尺2寸～1尺4寸位が普通となつ

ている。

　収納家具は，家具として独立するよりも，むしろ造り

付けの方が望ましく，その方向に進んでいる。

　洋服タソスなどは当然建築の中に含まれるものである

食器戸棚にしろ，その他のタソス類にしろ当然建築計再

生謹研究
の中に含まれなければならない性質のものである。もし

建築予算の中に含まれなければ少くとも骸込みの方法を

とられるべきである。この方法がとられなければ居住面

積をいくら計圃しttところで，6帖にタソスが2悼など

ということで，崩れてしまうことになる。

　ことに食器棚や食品戸棚などは深い奥行・広い間口を

欲しいので，これを商品化することは難かしく，どうし

ても造り付げとしたいものである。現在市販のものなぞ

店頭に並べておくためにのみ深い奥行寸法をもつている

といつてもよく”このようなものがどれほど居住面積を

狭くしているか，実際生活にょく見られることである。

　今まで述ぺてきた第一の問題に対する解明と，第二の

問題に対する説明との間には大きな経済上のギャップが

あることは確かである。第一は「かくあらねばならない」

ことであり，第二は「こうなつてきている」ということ

柄であるから，この矛盾は当然であるりわれわれはこの

ギャップを埋めるナニめに努力しなければならない。これ

は到底一室内計画家，一建築家の力では成しとげられる

問題ではなく，各方面の力が集められてはじめて成功し

得ることであるロ

　住宅も住むための機械であるならば，歯車ともいうぺ

き個々の家具の問題が片付かなげれば，その機械がうま

く動かないのは当然であろう。

　立式生活を日本人の間に浸透し，能率的な生活をなし

得るため各界の協力を望む屯のである。〔1952・8・29）

〆

〔59ページから続く）

屈でやりきれぬ感じがすることも事実のようである。こ

の点はアメリカ人自身もいろいろと批判の声をあげてい

る。各戸毎にテラスかバルコソをとれば，この点大分住

み心地がよくなるわけであるが，それはすぐ建設費にひ

びくので，今のところこうした低所得者の公営アパート

には実行不可能のようである。これは次項の高級アパー

トには盛んに採用されている。しかし建築家の中にば，

公営アパeトについてもテラス伺’のものを熱心に提案し

このている人たちがある。デトロイFに住む2世の建築

家ミノル・ヤマサキ氏はその代表的な1人。彼の設計は

注目されており，建築雑誌ArchiteCtural　FORUMな

どもしばしばとりあげている。

　公営アパートにも高層ばかりでなく，2階建で連続住

宅の形式をとつたものもある。もちろん土地の条件が許

さなければできないが，この方が戸外の自然との接触そ

の他住み心地がよいとされているc

　この高層・低層に関聯して，建築家・住宅間題・都市

問題関係者の間に望ましい住宅形式についての論争が展

開されている。高層アバeトか，低層アパートかあるい

は一戸建集団住宅か～こうしたテーマはいわば宿命的な

もので日本でも論じられたが，日本の場合抽象的な理想

論議になるのに対して，この場合は現実的にどうするか

ということに立脚しているところが強昧である。しかし

　　　　　この結論はやはりなかなか出ないようである

無㌃

⑧イーストゲーツのアパート

　　4，高級アパート　郊外のひろい敷地に一

　’戸建の住まいを建てる代りに，市中の優秀な

　高層アパートに都市生活を楽しみナこいといり

　のも自然な気持でちる。こうしtc要求にこte

　　えるために新しいデザインのアパ・一トが建て

　　られる。ボストソのMIT科大学の建築科の

　　スタッフが設計しt：イーストV“　．・ツのアパP一

鞠　トはそうしたものの1つとして有名である。

　　これは高膚アパートであるが，中廊下型の窮

　　　　　　　　　　　　〔31ページへ続く）
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1

’

●

．る。第15図にみ

られるように気温

30℃，温度8D％

のときの1mlsの

気流があればET

で約2℃下るので

ある。それだけで

なく通風にあつて

建物自身が冷却さ

れている。

緬

7ク

多乃澱

NN鴇、

2s

著双軽作業

よ軍易裸体
　安　静

30乙80％

㎝魂　速図”風15／　　第〃

　窓の通風による室内の気流は第16図のように方向大
きさ． ﾆもに一様でない気流の分布を生ずる。

　平均通風量はAo，　A，：流出，入口の面積，　M＝Ao／Ai

とすれば

　　　　Qm＝rpAbVd　m3／s

　　　　　rp＝0．65　（1十ML’）一毫

　窓に平行な室断画積Arとすると室中央部の平均風

速はおよそ3Q”．／Arである，，アパrトなどの場合，風

上および風下窓がそれぞれ1・8m2開放されていれば，室

　　　　　　　　　　直径一一噛一

　　　　　　　　　第　14図

内鞠継および風μ吻
室内最大風速の設　一価＋　　　『一
計用風速にナこいす　　　imAo

る比はそれぞれ

0．25および0．4程

度である。なお，

流入口と流出口の

面積の和が一定な

らばM＝1のとき

通風量が最大にな

るワ第3表からわ．

かるように極端な

密集地では開放地

の約5倍の開口が

風

｝’一

oCm

執

　　イ　　ン　　「㌔第

なければ同じ室内空気をうることができないのである。

このことからも密集地の住宅においては自然換気通風

“Ctcよることが無理であることがわかる。（ユ952・8・27＞

・

・（52ぺ1ジから続く）

屈なものでなく，いろいろと工夫されているスキップ・

7ロア・システムといつて，2層を1組にして計画する

．ことによつて，廊下のなくてすむ階をつくり，それぞれ
．の鋸単位だちいて健物の両側へ開・をもち，しt・th；

．つて突きぬける通風をもつことができ，．また各戸にバル

・コyがつき，高層建物にいながら戸外生活を＃のしめる

⑨＝ンプトン博士の住まい

ようになつている。建物の全体の外観も爽颯としたもの

であるe

　このアパートの屋上にはすばらしい住宅が工つ建つて

いる。空中高い屋上全体を敷地と考えて，ここに自由な

プラyの独立住宅が建てられている。こうしたペントハ

ウス型の住宅は都市アパートの便利さと，高層ピルの屋

上という都塵から離れた侠的な環境にのびのぴとひろが

る独立住宅のよさとを兼ね備えるものとして，近代住宅

の将来に対して，1つの示唆を投げるものである。この

ペソ1・ハウスにはMITの前総長の物理学者コソプトソ

博土夫妻か住んでおられる。

　5．　日本の瞬　以上で住宅の主な型についての紹介

を絡るが，最後にアメ肋の住宅の最近の傾向に対する

日本の影響について一寸ふれよう。世界の近代建築の発

展史において日本の住宅はその開放性・デザイソの単純

明快さ，畳その他の規格性等によつてヨーロッパの建築

　　　　　　　　　　　　　　　〔17ぺ一ジへ続く》
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多い。

　先年アメリカのMagazine　of　Building社が住宅懸嘗

を行つたが，その懸賞作品をこの組織図で検討すると第

7図のようになつている。上位入賞にSPL，　PLSの一

般的なものが一つもなく，又同一型式のものが一つもな

いのは，この懸賞の進歩的意昧と選択した審査員の優秀

さを物語つている。下位入賞がほとんどS・PL，　PLS型

であるのも注目される。ここでR・Rapsonは基本組織

をそのまま生かすことによつて大きな多用室を取り，社

会圏と家族圏，個人圏を鮮かに配置している。しかしこ

の場合，入口が定位置KLにないのはやはり問題を残し

ているように考えられる。G．マツモトの家はSPKで

あるが，最近の住宅傾向の代表的平面の一つといえよう

佳作中のHajar＆Whitelyの家はPlay　roomを巧妙

に取ることによつて夜間はPL型，昼間は育児の面です

ぐれたPK型の2型式を合せ持つた点で注目される。

　　　　　　　6．　動　的　組　織

　以上で住行為の静的組織について述ぺたが，伊次にそれ

を実際の動きで見なければならない。これには前記の組

織のKL，　SK等の線に含まれる動線の意昧を考えるこ

とが必要である。動線には先のS，P，1，の三因子の外

に速度，頻度；荷の3因子が加わる。こうした各線の持

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lつ重要度が影響される。一一一maにこの動的組織において屯

つと竜重要なものはK乙であり，この面からいつてKL

429

が他の線によつて切られているものは按術的に解決の非

常に困難な組織であるといえよう。

　ここで注意しなければならないのはCの組織図にあら

われている各線は決してそのまま平面の具体的な動線を

意昧しているのではなく，一本の動線が何本に喝分れて

その意昧別となつてあらわされていることである。例え

ぱPL型において寝室，便所が2階に取られた場合には

ぞK・PL・SK，　SLの四線に1つの階段が含まれてお

る。逆にいうならばこの場合，具体的な動線である1つ

の階段は4つの線の持つているそれぞれの意昧を満足し

ておらねばならず，それが満足できない時は理論的には

2つの階段を必要としているわけである。

　ここで2階構成の場合について論じたが前記の各組織

図はこのまま2階建の場合に使用できるものである。

　　　　　　　7・　結　　　　　び

　以上で平面構成における組織，（静的組織，動的組織）

について簡単に述べた。平面構成の分析はもちろん組織

のみでは不十分であり，更に配置，分化と綜合，面積と

比例，単位の四つの問題の分析が必要である。しかしこ

れらはすづて今までに述べてきた組織を屯とにして行わ

れる庵のであつで，組織はすべての出発点である。残さ

れた項目については別の機会を待つて検討することとす

る。（ユ9522　8・28）

（31ぺpジから続く）

家に深い示唆を与えてきたが，最近のアメリカでは，特

にそれが強く感じられているようである。

　それから日本の庭園のデザイソ。ヨーロッパの伝統的

な庭園デザインでは近代住宅に合わないので，日本の庭

園のデザイソを勉強して，これを採りいれようという気

運が動いている。

　前述のように木の生地の肌を愛しようという傾向も注

目に値する。終戦後，来日した進駐軍家族の人tcちの話

とはまるで逆のようであるが，アメリカの第1線の建築

家の聞には，たしかにそうした気持がある。

　これらと関係があるのであろうが，日系2世の建築家

の活躍が最近注目されている。ジョr・・ジ・ナカシマ氏は

家具製作者として有名であるが，彼の設計した日本風な

感じのする住宅も非常に有名である。この他前記のミノ

ル・ヤマサキ氏等優i秀な人ttちが，何処か日本人らしい

感じのあるデザイソを，し炉もアメリカの工業水準を充

分に理解した上でやつている。（1952・8・23）

　（11頁から続く）

についてこの現象がいちじるしい。このためアルミニウ

ムのような金属を建築用に使用する時は適当な方法によ

つて異種金属の直接接触を避iけるようにしなければなら

ない。鉄または銅合金はこのような接触腐蝕を促進する

からこれらの表面に亜鉛メッキ，カドミウムメヅキを行

うのが普通であるが，これだけでは万全を期し得ない。

このため，フタPル酸樹脂を基剤とし，これにアルミニ

ウム粉末，亜鉛粉末，又はタルクの粉末等を配合して調

製した絶縁ぺeスト又はテープを使用して異種金属閲の

接触を防げば十分にこの目的を達成できる。

　ま九種々の金属がコソクリート，漆喰，プラスター等

に接触すると，コソクリr・一ト等のアルカリ性によつて化

学的な腐蝕を生じる。美観を必要としない場合はアスフ

ァルトを基剤とした黒ワニスやコールタールを塗装して

おけばよいが，ある程度の美装を目的とするには石炭酸

樹脂を基剤として調製した耐アルカリ性塗料を塗布しで

やれば，この化学的腐蝕を防止することができる。

　　　　　　　4．　あ　と　が　き

　以上においては建築用という立場をはなれて，一般的

な塗料および塗装法の概要を紹介しtc。建築における塗

装の計劃，指導，実施等に際して本稿が参考となるなら

著者望外の喜といわねばならない。（1952・9・15）

17 よ、


